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第 2章 リフレッシュ教育と大学の役割

周知の ように､近時､行政あるいは東学 と企業等の撰既 による､社会人に対す

る生涯学習支援方策が活発 となって きているo それ らは､畑jカレン ト教育｣ と

か ｢リフレッシュ教蘭 ｣ というように呼称 きれ､その動向は､各方面か ら注 留を

浴びつつあるようであ るoここでは､そのような動向を改めて考察 し､そこにお

ける太字の役割について､その現状 と課題 を検討 してみることとしたい ｡

1. リフレッシュ教育とは何か ?

その前に､ここでは､ :_,lフレッシュ澱ThJ:とはtl.Jか､..',i:るいilgIそ(/'ll:I-旧づij.に･一~)

いて､ i',め酢.:'LJ.を してお !こととしたい.〕

まず､ リブレヅシ皿教宵 とは､:現在､-艇 には､r職業人を対象 として､職業

上の知識 ･技術の新たな修得や 等jプレヅシ且のために､大学院などの商等教務機

関において行 う教暫 ｣ とされているようである O これは､撃戚 4年 3月の､克郎

省 坤 社会太技術者の丙教漕推進のための調遭研究協力者食油種皆顧 ｢リフレッシ

ュ字エロf̀(JMfl･:進のために｣によるもの と(-撃'れてし､>Lド.そrJlため､｢r';･':校教T'T々 怪 l'

L､いったんlti余に.lj'iた俺に/rJ･われるrJI･門的な教lliS_リブJLン ト戯(一丁というが､

リ~ノし･ソシ :T__T,'il‖こ三一.こG7)りjI]I/ン ト印T'-!(n jt;!上卜 亡tJ]);i)./JlJl'])で､(IlJJ封(.iミ

ーJ･'Jl!:A:TH'二人でLi;･)乙こと､(訓 ･LJ容L/J,I;凧 Illてf.(ハIIJ吊主Il'三:i.ltFr7,1.･･.,:･lr,./:I::､(:',.)Li汗?Ii,qi.IM/')rl入

学5'i':i･:,:;:rlF心 とするl':..J'-I,rl;戯TlT珊闇であるL'(tI:/I:I:L:カリ∴＼I:'J:侶硝-l~晶 /:_.J.lL:Lい ').!.

うな酢根となfJaI.

とL-_/,.I,3､I)L､こうした斬机在十両l'fJLr_住用 t,/J陽./tl.I/(I)Il.1ノし-Jシー･.

托召｣ とい う-{誹J､('i')?Jいは窪.ilいく上 !t申･t,)I)I:､:､ある'LIs'･い])･'(損川,i;'/.I,い(I.日 川JJA･t.J
象 と して根元 Ll',hy:.こ(lL_Jにな fJ., ∴]).L､/;:.lJそ 1..1)､｢リ)'しソシ･･._J,lIい う,,I
Fl号室lI'汗'liには､そ･:)LL一服',iIrrJ!,I･li'･.ll･J:('J二/Tl:いけ (.JLt,t])/J.,,71れ出目∴.イ･r))',L'品 や 対
象一:1に-I.)いて､無条f''L:=そ,'hを..:古.iJ.I)る､二とsl.JL~(さき ITJ:い(1日T.･',-･,/JI,孝rj)JFl7日Iに一)
I.1て(,上 ､ ti'･:で改 め て jiLiベ 7J-,a)'･.ここで･:JL.それ/)I-･､'.lわ咋)fJr''rlll.Tl*lJ)JJ:･J･ワ リnJl)
な 此 ';.B事1Ⅲ i】(JTll卜で の .｣川.;.l'.であるJ_とも､ ･./jrJ･L視野 ;:.上れ て.r･;I:必要/)'･,:F)I:'た

lいうことを指摘 してお き た 1･,-J強Ltて.,'え;Jp､JEれくJ. ).':I,1:'IlJl'!I的L'_､牛J!･''i:r習

,lr.isl.I｢リカ レン ト灘li｣ に )'Ji.i.すf,)F'/,で､高′lr.a:敬(?l吊/)'･.号C)lJl!/tirli川詔 と tJて､

こ(/T.｢l]フし ソシユ芳 肯 ｣を班川 して:.･ろ:二]む.亨/I:I.いという._ことで.9,1,ど,

さて.そうしたことモ前提 5:Lて .改めて.そ0)粗.['iF..li.!･.七G)fit.lれ りを 巧矩して

み ることとLit'.､-. す ･'tJ:わ ら､こjpi.Pで.:二i} ｢1)フレ ノンユ勃('2'_J･l/J'.H.I,｣1.う
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塩草昧 ･山容をもつもの として､例えば､｢再救命｣､｢継続教育｣ とい うような

川詔か快川されてき/'t,J また､上述のように､｢リカレン ト教 育 ｣ とい う用語も､

.昨/ftして†吏川されているo Lたがって､卜.)フレッシュ教育 ｣ とい う言い]-jlは･､

･-,.a)､つま り1'T'昌ヒ此釣 上0)定義としては分か り易いかも しれないか､それ らを

言動た､圭体的な概念の整合性あるいは個//の概念の位置づけが不明瞭であるこ

とり∴ 否めないのであるC2Jま してや､このことが､従某 から幾度 とな く指摘さ

,.LIL.‖県..!iiとされている､いわゆる ｢総 合行政化｣の方向性 を無視 した､単純な命

/(.であ るとするな らば (機略的な意味づけと しては分かるが)､なお さ らであろ

ラ ,, そうL..たタデr_7リ的な地肌として.それかこれか らも存続 し続けるな ら､そ

,)･LL上 いれIi))fJJ吊 i::'Li:守TJl;1こ系づ くりの端紺 となる可能性 もないわけでは ないが､

関係鷹曹 書機関の縄張 堕争い的施策に終始する可能性 もあ り､かな りのムダや垂

tptJ'!.:･rli/.I:とLr_1'･)右こfJ'eあろう,..

し意鳥もち巽はこの点が愚も塗壁であると思われるが､それ らの類義語 の各々の

T'lt'1.ltr.LiIll.I･抑-/):､Jr-Jl::lHr.)･IlilJjr:'lErT/Jに､･T!1日●l(特定)のIノ:)杏 ･包'i域あるいは l:‖(.)･r]

I.-I,'il･･IJ-.-tJ(J'･､t:_∴て.1侶'JLl.し､Ir:-,rLそれ廿余I'l'Jに個別に認･',I喜irされてきている として

右､最II.･血 ･'lL･, Ùrは6..lf::T_I/.Jど.IL･.な F')合う;'ii':分での､古 JIの政端 的(MIrlTl-ぁ るいは

Tu.I:...(I.:･'13il,JI･,L:..､)/)亘 (;'l_良.ItLl.rフ〕高い､に､迅 ぎな くなっているのではないか というこ

.t･【1.ド..,':,"

;こ こ､ここ 亡ILi､.式::,/ii的に､関連する./lIて0)執義語 を-一つのまとま りとして､

構造的に整理 書分類 してみることに したいO､それを示 したのが､次の図 1であ

る｡

改めて､現在の ｢リフレッシュ教商 ｣ とは､まず学習の 目的 ･性格 に関わって､

従兼の ｢蒋教鰭｣や ｢継続教育｣ という言葉に代えて､文字通 り ｢リフレッシュ

教 習 ｣ という用語を採潤 し､それでもって学習の内容 ･ 分野及び対象 を特定化す

るとともに､学習の方法 ･形態及び レベルを ｢高等教育』 に限定 したもの と捉え

ることができようO ちなみに､そこにまた､文部省 ｢高等教育局 ｣か らの政策立

'Jt'として07アビー-ルか兄 られることとなる｡

このように してみると､現fJI:流 巾している ｢1)フレッシュ教 育｣の位置づけが､

よ9殿様的､構造的に見えて くるであろう｡ その ｢リフレッシュ教育 ｣ を､ こう

した位置づげのままで､そのままに してお くことがで きるのか どうかは､改めて

次の間題 として残るが､要は､ これ らの類義語によって示される､ まさに ｢リフ

レヅシ急激商的なもの｣ が､社会においてこれか らますます必要 とな り､ その必

要性に対応する商等教商のあ 誓方が問われるということを､丙確認することが重

要だということになるであろうQ最終的的には､ここでは､その視点のカ を重要

視ずることとしたいO

-8-



(-lJ､ひとりのノ日旧二日る学習)

J.特定化

学習の口的 ･

性格

学習の内容 ･分野

･対象

(再教育) (企業内教育)

(紳続教育) (従業E'j数台)

並 J,

リフレッシュ教育 専門技術者教脅

宇習O',(-)'法 ･

形態

((〕‖~､o!､l■J'T)

リカレント署汀il

JJI:'Ll量化

守門のレベル･

教薗機関

図 2-I1 成 人の学習として鞄た勘合の ｢))フレッシュ灘r-71J0.lfl-I.脚づけ

2. リフレ ッ シ ュ 数 百 (的 な もの の )合li,L'jの社 会的門 田

次:二､この ような リブ'..,.I.JシJ_教llTll'.]/:,I:･Fl･,.C1!()亘川'!())廿I:rr.).ft‖;‖-.･.黒･tJ)●rl･'ll㌦LJr.Jt

してみようo 主1-lJ.J'['L)には､I:･/Jla.)JILう･.I.i.中頃/)I.. 1般;●H.E.ujJI.いし ,IJ!.石たしさJLrい

る｡

まず､｢)･､Ijの高鵬化とI-,:;FiJT4の抽′上｣で√抗/J･.これ(.卜 端的に 高齢化(.fItI

へ tJ:;.i,ll.I.LILとい うことであるが､lT_I,!二rrJに(:1､号L'.L'.Jl.iける ｢:T･!I:.Il･:パJのll'I';t'''rlL-jH'

･Jj･悶塩となる｡ すな･わ ら､｢上目市:!-1･新 ol,,/､-一スU:･甜 持｣_ど̀TH_:OJTfr,,)J輔弼I:Jにと

っては､そう した黙咋 ･rb賢の Fl.tL教 [上 帖 州紗かJ,1t机 られ るUJl,:･晶 fJ,,.['.てこに.r人

字 抑 圧時 代を迎 えて､だれもf)I.･'lJI'f.力 LFJ･ければ Iri'J:Ll,.fTL､01打 ､ ～●iいL'･fin)♂Jr13J

-言-1し..､感性 と･･lJlt-i:i:.｣.きいつま T-い 寺t,続け. 与え L-,れた教打鵠余 1･-=最.JJ';);iL'_'･.[7川

-ラ-/-.Jことであ る+..また停'･'-;･;延長 .lI=一里琵())I#遇･くま>_汁ここ.lr;,;'墓場 /～.I/.･Y･;-･すろ心 .Jl'もあ
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る｣のである′)

な,i;､それにr勘塗して､企業等を停/LF退職 した後の人_Jiiの充実 という要素も亜

費な視点漕あろう8 そのためには､学期か らの人生設計が必要 とな って くるので

ある,,

;.JJiに､｢I.十芋技恥に聞する:):Fl.il鼓の急速な陳腐化｣(･=対応する､個 人及び 社会全

件のスタン.I.の構築が3kめられるということであ ろう. とりわけ､璃気 ｣-･学 ､先

端技術IJJ-;･野 では､｢陳腐化 してい く･):rJ識 ･技能の リフレッシュ (更新 )｣ が､絶

/･i∴ト必哩とされる0_)である｡ ちなみに､そうした課題への対応の光躯的串 例 とL.

て､(JjJlえ:..ど.｢梓川通Jが赴める ｢:'t端rn･巨i者養成 トラス ト｣ を揚 げるこ とがで

-:Affr/I),,

,It'･:,.にく.L rl5'r'.:削;Ijlj'lとの激変に隼う職域の転換｣に必要性 も､この ことに大き

宅関ぬるも爵となる昏｢衰退ずる産業分野での失業｣､｢勃興する産業分野での人

卜l:!ll]L J.,1･Lド,.:..1:.新II=なる職業人の再激肯､n-訓触を要一i-Iy㌻るのであ るC

･JJ.し二J)し!.:職 業 い71必E!ii･性と通･._TfJJ･し.て､あるいはまたそれ らの基底 的ば部

分とし竃､良然科学と長文 ･社食科学 との広範囲な融合が求め られ ることになる

t't.L.(･･../../)._

･J石こ,卜1'1..､Il'l然f:J'':･:Jと人文十I.:-f:巨1円よ3.UthL的教養を八･百すべ きであ り､その

l王.一､■I･.I:-明 /1L､･1く来LJ)illllI:'JP;･へ向りての､広範L.J_Hな合意 と''i!:際的接近 Jj策 が碓 tl.:L.

きれる遜婆があるO りヲレヅシュ教潜は､ 自己の専門分野についての知識 の華新

だげでな く､より広 く学際時に知識を習得する上でも大 きな役割を果すこ とが期

持される｣のであるo

以よ確認 してきたことは､社会の各分野 ･領域 における､これか らの人材 開発

(凍後代脅威)が審薗 している大きな課題であ り､ したがって､ リフレッシュ教

商のような再教育､訓練の場が必墾となるのであるO これ らは､最 も広い意味で

は､生涯学習の豊費な領域 ･分野の一つとして位置づけ られるであ ろう0 3)

3 .嵩等教育機関としての大学のあ り方

踊って､こうした リフレッシュ教育 (的なもの)を実質的に担 う､高等教 育機

関としての東学のあ り方は､どのようなものが求め られるのであろ うかO その最

大m快命は､いわゆる ｢学校教育のタ--ミナル｣ としての役割であ ろう. すなわ

ち､商等教暫機関､とりわけ東学 ･大学院には､ この機能の充実 とそのための構

造改革が求められるであろうo それは､ただ撃に､いわゆる 18歳人 口の激減に

対応するという ｢サバイバル的対応｣ ということだけではな く､広 く生涯 に亘る
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学習 を必 要 とす るあ らゆ る年齢層へ の ､商,'!1-'かつ 専l-■川IJな数 台サー ヒスを.行 うと

い うこ とであ る｡ ●i;

しか も､ それ 看護､近 隣 の各 厩務体 等 の､多種多様 な学習相談 あ るいは学習惰醸

提 供 セ ンター等 との迎携 .fly,力の システ ムを求め るものであ り､公 t1.7"T-j講座等 の ､

自前の学 習機会 提供 にのみ終 わ るので は な く､幅 広 い学習ナ ビゲ- シ ョンの機能

も持 つ必 苛があ るであ ろ う｡繰 り起 し述 べ ろよ うに､文部 省高等教 育局 の動 きは､

そ う した必 要車J_l三に封 する､内､発的 対応 とi;l･liえ るてあ ろ う｡

-方､従凍 か らの企業 内セ ミナー だ 蔓才では､企業 内の教 啓二- ズすべ て には応

え られ な い G した が って､ ｢公的 賢構 収 得の ため(])自J 芋円 に際 して の,草 習馳 II:

の提 供｣ を､社 会全 休か 考慮 すべ きなのであ り､ そLl)心IlJ三で､いわ噌)る ｢公的セ

JJクー ｣ の役割 ない しi'li.Il二は大 きい もの といえ るであ ろ う｡人守 は､ まさにその

最 ′1'':I71篭の位言だ:こあ る とい えるであ ろ うC

ところで､ .娘 に､企 業-カリ(.1:,(:に!lj日､'iするもfJ7)は ､jll!諭rl'tJバ ッJjボー ンの(-1I-i

･充I東 に際 しての 'nli完 ･強化 であ る と 言われ てい るO いわ('J)7i)｢基揮勲 (-)'｣ でii)

るっ これは､ 人草 と企 業●TJ.I-の ､新 L･い ｢憤諭旨分損 ｣ と ∴えよ う,,rこ.Jlbまでの 人

草は ､耕 上̂梓にいわば 初速度 を.つり て 甘 三こに送 りlrt'.すたけで､ その 後(Jl).I):H溝 の リ

-_-J'レヅシユには､ほ とん ど貢冊 してい ない｣ といわ ;J'tる部分 も,U)るか､ これか ら

は､勧 た な ｢'-il位や貿精の lJえ jj､ 打 合人0)1冊 トに応 L上空･(ナ入れ Jj｣ を :人 I

J'IIlfr,-;す る ととも:l=､ 征 ニjこの ｢什Jこ人111JJlJ,.lJr踏 抜潮煙.ト .･:/IlrJい;'.J:､ その Illiの ､聴!.'l1/I

J'i1.､tTJF','･t'l1.､･t:lL.;TL･.lr'];':･t.･.tIj､.ft:I.I,H.I.I;･!l.rt･]lr,Jr'J;LiIJ.-hJH!.i/J:I.:-!･･i;1!..I.1':.し､ -(''.tJTIJ対応 (､●rJJY.Vj

fJ･仁.fll,'が._rTJるで.6-)ろ う｡

I=/'iLJ､;i./iまだ ･'t,くのll'T.I!1rhE.J..IL･-.!l!拙 I..,hリ.ゼ(･1)rJ::寸.吊.1､､(.tj人'li･''JSl:,･:に一ト‖)王.

刷'';T:.'fIIの車iJ､(21-;lT)i'先 ･穀 h鮎.;･!.1･:(,))だ1'日に､(:.5.1人丁(1..111日:‖/1､冊lJ)川Ilh･['l･､(/l)rf.I/L,,

旦IL'.I(二村する人TE追Hl*:拝のf;tいじH1)I..I.ILt.'､''lr;-･'./)l指摘 tItれ る千..U--/,.'3,.

ご:,i,3:み に､これに倒 して､ 1㌧の､､!ihi.!]勺:.日 日り､ 丈lI;r''省 ･汁余人卜‖'F:ITIT.(I)日ll

戯 肯･lEj''j性のため(7.)調 爪tTLJ!究 協 11肴二二F.品摘告,1･:｢1J-jL リン二･神r●‖ハ･Jrt･..'[!･.(:I)I.:&')にJ

;=ぶいては､以 卜の 7つの陳 ,;力川'.されていfJ｡ ･3-石これ 王',.r'.JJ/jLJ/.rJ)改 .･-r'p:･J･.
rブ]リキ ュラ Lの此 lLY･:｣､ ｢ffJ様なJ芋廿偲余の J;Hj至､｣､｢ilili'TU)ト1'J'｣.(■リー)レツ
シュ激 (-‖F.tf-･純の hHlL｣.!'-I/Lii''-.r;i..if･羊'Ii声とrJ):Lil..鞄 出 典の 場 0)誹 :Jj∴lJt'lJrr愛惜

鉦制の 誓t'･;''i｣であ る｡

1,ゝず.t'L(=して も､Bl症 の /jデ rjI)的 I,F芋 トト払い.i,か L-,Ii,',Tj,I_)I(I;L'.'域 0).ilrH.Tr,t,I,rrij′.0)適

応 1,I.iJ:とに もLlYT'慮 した憐"1r叫 な編 成 に する と･華f):あ るこ とは､ ,-'-,'う ま でも/:):いこ

とであ ろ う･.それ･:cI､桐 JJc')fi術 占 に と-'て 1') 卑門//FM.リ. 外 0 ) ':F;rl .::FM )必 革 ･r･'(:/)1

高 まって きたf)･らであるっ

ニ ;tli:つ ･ て ､ !'f-M J I-i/i:li.=ui.三T｣ I;:1 ｢llf'_i.''.Tノ∴円;')I,ii , u : 也 L ;臣 誹 lI-i=) ) ､ 守 r,-.I.fi: ど
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の新設拡充､高等専門学校などの率業者への大学院入学資格の紺奪､科 田等履修

'Il.ilJ･りJiE･､.I:i3!旧 l･:斯制度 などの実現 について検討 ｣ してお り､｢学位授 与機 構｣ の

創設､｢lr･t業 .̂Ti･での'JJ･;務柾験の勘案一課程 修 Ir年限の短軸 ､短期間の夜間 コース

や週.Jミコ一一スの避帽-1虎轍で魅J)ある受け入れ システムの導入 ｣ などを提案 し､

その後 一･:･i:.の成月u)S収め られているO

また､すでに､｢人草にぷい--(も､亜頭大学先端科学ほ的研究セ ンターなどが､

社食Å蒋教潜 を主眼 とする来学院専門課程 を発足 させて｣ お り､産業界､地域社

余との連携､理T4}'rl･T,i!J力がj旺められているようである｡ したかって､それ らを促

.rr_(.;させることになるであろう ｢人'li?と企業間における人材のMZ-I-.交流 ｣ は､是非

とLl'･)必要なこ とてあ り､あるいは また､｢通信租_!i:-'･.(CS)による技術教育｣ にも

llJf/rJiLJ);TJ.llせられることになるであろう (放送教 育f)"r-j'塞セ ン}=}-)0

.こうしてめ IJと､いかに､これまでの 川 - 2ニ通人LJだけを相手とする敦苔か

L･.I,0)脱.I.i'が図 Ll,れIJかI,それが､これか らの大学救宵の最人の.lRj迫とIi:I-:.-えよう｡

l一ノ)-(-)､I.I_())｢リ-}ンッシュ英日｣ とい う､重要ではあ るが､特定化された (Jf-i'.

llJlrJ'.トゲうーリリIlr'J･lJLt省iJi･IJ-))/JliL!ttだけでは な く､高等教 育機 会へ0.)アクセスを求

'V)fJ ､ ,U','ll_I(O)愚人J/へ〃1サ-一一-L'ス､字号'･-i機会混ULの場と して､大草は､構造転換

I-t,ていノ)･ltJ:H;hit.f/JtL!:)/Jlいであろう｡IL･-)

4.JlL波学習体系 とリフレッシュ教育

いずれにしても､生涯学習体系の坤での リフレッシュ教育 (的なもの)のあ り

jjが､収めてr,"Jわれることになることは明 らか であ り､ 大学は､そのための リー

ダーシップや拠点づ くりを目指す必要があ るのである｡ 繰 り返 しになるか､公園

講座や社会Å入学あるいはその他の施策 も含めて､抜本的な大学の構造縛転換が

求め られるのである｡ 実際､これな くして､大学の ｢生涯学習化｣ はあ り得ない

であろう◎

ちなみに､図 2は､社会における様々な教育機会 を､学習者の学習活動に対応

させて､区分け したものであるO そこでは､そ う した学習の機会の一つ としての

F東学敬啓｣ の位置づげが確認されるとともに､ その他の学習機会 との連携 ･協

索の祝意や､そこにお毒する学習の藩味づげが確認 されるもの と思われるO

たた､やは り想念されるのは､ここでの ｢リフレッシュ教育 ｣ とか ｢リカレン

ト教簡Jのように､政雄義雄が分離 し､お互いの共通皆様､すなわち r生涯学習

体系への棒Jf:)I.｣ か､なかなかスムー一文に進 められていない とい うことであ るoこ

れは､単に国 レベルだけの問題ではな く､都道府県､市町村 レベルにおいても､
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その基 本構図は 変わ っていない. したがって､ また各 はIill･,kあるいは民間事業体

等 との ネ ッ トワー ク沫制 も､そ う し/t構図の 中で､そ･11ぞれが組み込 まれ てい る

伯 とな ってし､る｡ さらにまた､教 子‡千十政 とい う一一一･つの 分野 を掘 り トけてみて も､

学校 教育の分野 と社会教育の分野の貌魯 書離反状態 が､ まだまだ続 いてい るの竃

あ る や

粁丹他聞のプログラムを

利用しない学習 才

字収での宇習- - ~-I

社会敷泊池敗軍で0)

学習

団件./I)i--I･1)･-

クル痛肋での学習

フルタイムでの芋習

パートタイムで0)学習

公的社会教育棚 での宇習

(公的セクター)

その他の箪笥轍 での学習

(民間セ/}タ一一)

｣

矧宇入団

要
撃

j

非産宅学習 -

轟き審欝習

(学習晴肘珂)

･-It掬の糊 宵

(社会人入学等を含む)

･科El等腰帯生

(iArB制を含む)

･林較･大字等の公柑 座

･公民鮎等の事故･珊蛸

特定の学習腕 を-山一> ･公民脚 を抑77t/たJj主的な

利用する学習 グ)レープ･サーtJJル統肋

特定0)学習鵬 を 一一>･町列補助､視蕪･旅行
利用 しない学習

鞘淀の宇田腕 を -- > ･回船朗 ･lq物脂等の利用

利用 す る 学 田

鞘li:a)乎開脚 を -さ .野外帆棟等

利用しないLT欝

メディアを11JJl=′た ->･テレLJ･Il1こ等o)批概
撃闇

.I:jJIアlL,LllJ川t!Iい二>
撃閤

図2-2 ･_'Lミ虻 にL_.T'_る守門の州別 と'1;::門機･r?C])対応 (例示)

こ ･H.∴二廿 .'jt圭∴ い jJ)･L:ll1Jり耳,i-:_(い ･･'JJ)... L' L:. ぐ陣.:､日,上_ ..'わ(.I:rlJノ1/

Jシ:?.:TL.I;H一丁｣｢)､T ｣ ｢'卜i,tf'.ii'習 ‖二Jl':-JuL)トリノjLJI.)ンリは､･t_:,.L/'JJu＼石:

【..1!皿 とJi..;里の･1.:.:あ る と .,-′;I_rJでIi'r,/:.I),.:卜‖∴ ･これか Lp,;..I.I-リー,'レ ノン_! 甑

自｣ と(71閲.I.)i)か ら.','え･:.Ji､ ･引動省 .:,_rJJ･[:･■H｣りlJ<:i!,;I(I/(れ L''十 力/lL:車 レtJl'J/')I.頗

･･∴j･tが)らf･tfJことになるて,.U,ろ う,,何故存 l:...(l･･羊J二丁目∴;;し.-L'打 .｢',Jノ1/.tJシ

ュ 廿､げj｣左とLII.I･昌Ij=川:I-3制tlJ_'･:々 葦):;::i.と･J_7,/')川'Jえて右 i).これ措.l'FlTI.fr:.他日rr

と LてLT,｢■l-,'JL.Jシュ教 自 ｣ とLtう､二と::I),'･)･こ7,1i)･L',I(,U,fJ,.

そt77卓Il.喜I./〔㍉ ,fbi(JHu勅 :;,.31て ).､ろ･jH軸･rfFT.l'r{!''M).r職 :ll'/t龍 ノJl]'f‖el!吊 t･I.I)_:J に)'!･･

--.一! ーlj拾 牲(I.:･､J相対川､鵬 制 覧 ｣.-,r圭こ‥1-,･':,｢̀ト;J日長力闘 柁鮪 トjl昌Tpir‖'l:.｣∫:P.･rJ)j'lJf川

竃,､ L'.(めて板 野 ,二′;､1 て ,'7,で,i;,I',:,･L･T,,イ11..LL ;I_J･･irJJl､])-}1L/:I./I7.休l帖桝

糟1'･..]ネ ｢‥T-I)/ここ ′｢'廿哨 [転1日ll｣与 {_:I-; そ1'''i::召J'_-y.'.lJrJj.;･J.'lilJl,-/_.I,T.JH,I.･.:い ;)点で､
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改めて･rt.要な位 距を占め るこ とになるであろうTJ

<誠 >

)ト文部 省 r･:.'J一二rj'教 fH,,ユ'lLl‖1-1激 召課 ｢リフ レッシュ勲背の推進 につ いて (解 説 )｣

rTl,)､守 と 草 '(:...j< ･l;J･k4/:f三川 jLJ号>､I).150

.2)こ(7)こと/.=TJいては､i'Jr-Lrf､‖･＼言圭術 :責兼戚 シ .-j'.チ.I_.構築 協議 会 ｢高等数百機 関

に.l･-;()fJrH吊-/f:キ ャリアLJH兼のための リカ レン ト教 育モデ ルに閤する韻 ,証的

liJt究.､!(､IilJJiI)iI-･捜.文削 'tl■･fftM ｢JL･.;.ll'守習情動0)fjjHtHこ鋪 す るllJF究開発 相て:Z';.

.J与J),十戒 l‡川･:.3･lJ､I叩._i- J●等を参照 された し｡

:3)∴/V予tJ)両佃 ,:J:､Lri瀬 情 ｢リフし._:,ソユ教 育の忠義｣､前掲 .lT-I.fl)､pF'.7- 川

-I.I:;,.T一川くさuていL!'l･:い:'l:.I,

l√t)･:)'Ll:I)いてl(.J､拙 昔 日 :..A)巨予習 lJf.:糸耶漢の ヴ ィ ジョン-見えて い るか:生此

'ti:'十:hJJlJ!o)I'JJ-r'･.1'>/J:-.･r,.'l;･':文粧､lリ')f;卜､pT'川】～ユ()lを参照 された L c

.I-)工/ L'f〃11J-)'t川 ∴ lllT.･旧 :1)及びLl:木 車持 ｢リフレ ッシュ教宵の必 要性 と先

I.:･侶川 ‖て(=Jガ.ト ノ-/ ト0･'!よ･ilいニ/)いて｣､ rLl･')掲 吉 l)､T叩.ll- 14を活用 させ

(-'し一.JJ//.し､!.･.,
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